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はじめに
日本は、平成12年５月24日「児童虐待の防止等に関する法律（以下児童虐待防止法）」
（平成12年法律第82号）を公布し、同年11月20日から施行した。その第一条には、①児童
に対する虐待の禁止、②児童虐待防止に関する国及び地方公共団体の責務、③児童虐待を
受けた児童の保護及び自立支援のための措置等を定めることにより、児童虐待防止に関す
る施策の促進と児童の権利利益擁護に資することが同法の目的であると記されている。
また、同法律第２条では以下に述べる４つの行為を「児童虐待」と定義している。第１
は「児童の身体に外傷が生じ又は生じるおそれのある暴行を加えること」（第２条第１項）
で、児童を殴る、蹴る、階段などで押し落とす、首を絞める、タバコの火を押し付けるな
どの「身体的虐待」である。第２は「児童にわいせつな行為をすること又はわいせつな行
為をさせること」（第２条第２項）で、児童を対象とした性的ないたずらや性器や性交や
ポルノビデオなどを見せること、児童の裸体を撮影するなどの「性的虐待」に関する行為
である。また、第３の虐待は「児童の心身の正常な発達を妨げるような著しい減食または
長時間の放置、保護者以外の同居人による前２号又は次号に掲げる行為と同様の行為の放
置、その他の保護者としての監護を著しく怠ること」（第２条第３項）で、食事を与えな
い、入浴させない、病気になっても医師の診察を受けさせない、自動車や家の中に乳幼児
を放置するなど「ネグレクト」と言われる行為であり、第４は「児童に対する著しい暴言
又は著しく拒否的な対応、児童が同居する家庭における配偶者に対する暴力、その他の児
童に著しい心理的外傷を与える言動を行うこと」（第２条第４項）で、言葉による脅迫や
無視、拒否、差別などの態度によって児童の心を傷つける行為で「心理的虐待」と言われ
る虐待である。
さらに、同法律は、「何人も児童に対して虐待をしてはならない」（第３条）と国民に児
童に対する虐待を禁止するとともに、国及び地方公共団体の責務として、①児童虐待の予
防及び早期発見、②児童虐待を受けた児童の保護及び自立支援、③児童虐待を行った保護
者に対する適切な指導及び支援を行うことなどを挙げている。
以上、「児童虐待の防止等に関する法律」の主要な内容について概観したが、同法律が
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2施行されてから今年で９年になろうとしている。しかしながら児童虐待は減少傾向にある
かと言えばそうではなく、依然として増加を続け、平成19年度の市町村が対応した虐待相
談対応件数（40,639件）は、10年前の平成9年（5,352件）の7.5倍を超えている。この件数
は、市町村が対応した虐待相談対応件数であることから、実際には潜在して明るみになっ
ていない虐待がまだ数多く存在するものと思われる。
ところで、虐待が発見された場合、市町村または都道府県の設置する福祉事務所は児童
相談所に連絡し、それを受けて児童相談所は必要に応じて児童の安全確保の措置を講ずる
（一時保護）とともに（児童虐待防止法：第８条）、詳細な調査（任意調査・立入調査）を
行った上で、児童の置かれている状況を判定し援助方針を決定する。
その援助方針は、①施設入所措置、②児童福祉司指導等の措置、③助言指導、④親権喪
失宣告の申立のいずれかとなるが、指導助言などで改善が期待されないと判断された場合
には、施設入所措置や里親委託措置がとられる。しかし、里親制度が普及していない日本
の現状においては、児童養護施設入所措置が講じられることが多い。
そこで、本稿では、児童養護施設に措置された被虐待児が施設入所後どのように施設に
適応し行動を変容させていくのか、具体的な事例をもとに分析し、被虐待児の児童養護の
課題について明らかにしていきたい。
なお、事例については、個人情報保護の立場から、個人を特定することができないよう
本質を損なわない範囲で改変してある。
１．本研究のフィールド
（1）児童養護施設について
本論文のフィールドとなる児童養護施設とは、児童福祉法第41条に規定される「保護者
のいない児童（乳児を除く。ただし、安定した生活環境の確保その他の理由により特に必
要のある場合には、乳児を含む。）、虐待されている児童その他環境上養護を要する児童を
入所させて、これを養護し、あわせて退所した者に対する相談その他の自立のための援助
を行うことを目的」とする施設である。
対象となる児童の年齢については、児童福祉法改正により「安定した生活環境の確保そ
の他の理由により特に必要のある場合には、乳児を含む（＝０歳）」から、児童福祉法第
31条第２項に規定される「都道府県は第27条第１項第３号の規定により（中略）満20歳に
達するまで、（中略）引き続き同号の規定による委託を継続し、又はその者をこれらの児
童福祉施設に在所させる措置を採ることができる（＝20歳）」までとなっており、従来の
２歳から18歳までという枠がさらに広がり、児童養護施設がより一層多様な養護ニーズに
応えるべく法制化されている。
児童養護施設は、本来、入所児童に「安全で安心な生活環境」を提供し、その権利を保
障しながら、適切な養育を行う場所であるが、現実には「児童虐待」「愛着関係の未形成」
等、心に深い傷を受けた子どもたちが、これまでの養育者と離れ集団生活をせざるを得な
い状況にある。このため「安全で安心」であるべき施設においても、基本的な信頼関係の
欠如や虐待のトラウマに起因する行動が日常的に現れ、特に「強い嫉妬心」「暴言暴力」
「パニック」等の激しい攻撃、自己防衛機制による「無差別的愛着傾向とディタッチメン
ト」「解離」「盗癖」、年長児童に顕著に見られる「反社会的行動」、性的虐待を受けたこと
による「性化行動」などの問題行動の他、子どもたち同士の関係が「パワーとコントロー
ル」、言い換えれば「共依存」の関係に陥りやすい傾向など様々な課題を抱え、「安心感」
や「安全感」を育む環境の設定に支障をきたしている。
一方で、施設に入所している子どもの多くの「親」が生存しており、親自身が被虐待経
験者であったり、精神疾患や依存症、良好な対人関係形成の困難さなどの理由により社会
に適応できない状況にあるため、子どものケアのみならず親のケアと家族関係の再構築に
向けた援助が施設に求められている。
子どもたちが日常生活を営む施設では、基本的な生活習慣をはじめとした自立に関する
生活スキル及び社会儀礼や対人関係などのソーシャルスキルの獲得を目標とした生活援助、
基礎学力を身につけるための学習指導のみならず、新たなケアの方向性として、虐待によ
る心的外傷に起因する問題行動の修正、愛着関係の未形成による情緒的問題への対応を中
心とした「生活療法」と呼ばれる治療的側面の充実が必要不可欠となっている。
しかしながら、現実には、セラピストや個別対応職員の専門性の高いスタッフのみなら
ず、子どもたちに関わる全スタッフに高度な援助技術や、相当の知識や経験、洞察力や感
性といったものが求められるため、子どもたちの言動に翻弄され、不安を感じ、無力感や
自信喪失、はてはバーンアウトなど疲労困憊しているチャイルドケアワーカーがいること
が予測できる。
児童養護施設の形態としては、2000年10月から開始された地域小規模児童養護施設（グ
ループホーム）、小規模グループケア（ユニット形式）によるケアの小規模化が、今後の
主流となるだろう。この形態の変化は、谷口１）が「ケアの個別化，ケア単位の小規模化」
（『第５７回全国児童養護施設長研究協議会』）の中で指摘するように「子どもとチャイル
ドケアワーカーとの関係を密にすることによる愛着関係の充実」「生活の営みを学べる体
制づくり」「各子どもの居場所ともいえるプライベート空間の保障」「ケアの連続性」「子
どもとのかかわりの柔軟性」がコンセプトとなっている。現行の児童福祉法最低基準では、
チャイルドケアワーカーの「拘束時間の長さ」「継続勤務の困難さ」など労働条件に関す
る課題、「スタッフの孤立化」といったメンタル面での課題を指摘せざるをえない現状で
あるが、ケア単位の小規模化は「生活療法」を行ううえでは適した環境といえよう。
また、ファミリーソーシャルワーカーによる早期家庭復帰援助事業、「家族再統合」に
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向けた取り組み、虐待相談などを含めた「児童家庭支援センター」の設置など、新たに事
業が法制化された役割は大きく、今後さらなる専門性を持った機能が期待される。
さて、現在、児童養護施設においては「児童自立支援計画書」によって、入所児一人ひ
とりの自立に向けた計画を策定している。これは、子どもの長期的・中期的発達に向けた
発達支援目標や、子どもの状況・問題点・課題などをアセスメントするもので、児童相談
所のケースワーカーや学校の教師、親や未成年後見人といった保護者との共通認識を高め、
協働で子どもを支援するといった目的のために有効である。しかしながら、支援の具体的
な内容を考えたとき、子どもの年齢や家族との関係、生育歴や知的レベル、さらには、退
所期間の見通しと退所後の生活環境およびアフターケアといった点で個人差があるため、
考慮しなければならない事項が多く、子どもの自主性を尊重し、個々に最適な内容を確立
することは非常に難しい状況にあると言える。
（2）児童養護施設における愛着障がい
児童養護施設入所児は愛着障がいという共通の問題を背負って入所してくる。“愛着”
（Attachment）とは、人生の初期に特定の養育者との間に形成される情緒的絆のことであ
る。愛着の対象となるのは母親だけでなく、自分が発する信号に的確に答える人全般が対
象者となる。
この愛着の理論はもともと動物の行動観察から発生した理論である。ジョン・ボウルビ
ィらによる第二次大戦後のイタリアの孤児院での孤児の罹病率、死亡率の高さなどの研究
報告によって、母子関係の重要性（『母子関係の理論』）が説かれ、以来、人間関係におい
ても使われるようになってきた。
ボウルビィ以前は、本能的な生理欲求の充足を目的とした二次的要因に基づく「依存」
によって母子の結びつきは考えられてきた。しかし、ボウルビィは“依存”に否定的な響
きが含まれること、ごく少数の区別された人との情緒的関係が満たされていないこと、生
得的な生物学的な機能と見なされていないことから、“愛着”という概念を打ち出しこの
なかに“依存”を包括した。
この愛着という情緒的絆は、乳幼児期に限らず、生涯にわたる人間の発達の様々な面に
大きな影響を与えると考えられている。言語で表現できない乳幼児はアイコンタクトや泣
き叫び、体を動かすことによって自分の意思や感情を表現する。この表現によって養育者
は子どもが今どんな感情を持っているのかを理解する。この相互による意思疎通の繰り返
しにより、子どもは意思伝達の方法を学び、人を信じること、愛すること、表現すること
の大切さも自然と学び身に付けていく。つまり、安定した愛着関係は、肯定的な自己意識、
自分と他者への信頼、情動や衝動の自己調整、共感能力、トラウマやストレスへの耐性な
どの基盤となり、安定した人間関係や知的発達を促進するというのである。
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反対に、特定の養育者との間に適切な“愛着関係”を形成できなかった場合、子どもは
自分自身に対して否定的になり、他者への信頼や良心、共感性に欠け、衝動や感情の抑制
が効かず、社会生活において問題がおきやすくなるといわれている。このように、“愛着”
を得られずに育ったために引き起こされる状態を“反応性愛着障がい”または“愛着障が
い”と呼ぶ。（アメリカ精神医学会では「反応性愛着障がい（Reactive Attachment
Disorder）」と名づけられているが、日本では「愛着障がい（Attachment Disorder）」と
呼ばれることの方が多い。）
脳は、胎児期から3歳までの間に最も発達する。従ってこの時期の育児環境の良し悪し
が、その発達に大きな影響を及ぼすことが脳医学の発達によって明らかになっている。こ
の発達期に長期にわたる虐待や放置、一貫しない育児方法、異なる人からの世話等を経験
すると、それはトラウマ的（心的外傷的）経験として、脳神経発達や、中枢神経系統に障
がいを与えるという。こういった子どもたちは、人間の顔の表情に敏感に反応する脳の部
分（orbit frontal cortex）が充分に育たないため、往々してPTSD（心的外傷後ストレス
障がい）の症状が出るようになり、衝動的で暴力的な振る舞いをする傾向にあることが指
摘されている。
愛着障がいを引き起こす要因としては、望まれていなかった出産、早期出産、離婚、入
院、（仕事のためなど）養育者と関わる時間の欠如、過度の引越しなど実に様々な要因が
考えられる。彼らの行動は衝動的で欲求に対する自制がきかず、反抗的、挑戦的、破壊的
である。反社会的行動（虚言、盗癖、破壊、放火等）も起こしやすい。自分を愛そうとし
ている人の言動を束縛と感じて攻撃的または自虐的、自滅的行為で反応する。他罰的で、
動物や自分より弱い者に残酷である。自分に注目を集める行動にでる（間断なくしゃべっ
たり、まとわりついたり、なかなか座ったり寝付いたりしない）。食べ物を隠して溜めた
り、暴食したりなどもする。
しかし、粗暴に振舞う彼らの内面は、常に恐怖感と不安感を隠し持ち、その現れとして
激怒反応を起こしやすい。直面したことに対して不適応な感情反応を起こすので、むら気、
怒りっぽいとみられる。抑うつ症状を根底に持つので、心から楽しんだり喜んだりできず
塞ぎこむ。深い悲しみをもち、未来に対しても絶望感をもつなど否定的な情緒的傾向を抱
いているのである。
また、対人関係においては、人を信じない、威張り散らす、人を操ろうとする、他人か
らの情愛や愛情を心から受け入れず、自分も与えることが出来ない。知らない人には、誰
でも構わず愛嬌を振りまく。同年代の人たちと長期にわたる友人関係が保てない。自分の
問題や間違いを他人のせいにする（他罰的）。自分に対して権限を持つ人と慢性の間断な
い抑制競争（権力争い）を起こす（例：養育者が子どもをコントロールするか、子どもが
養育者をコントロールするかの、終わり無き戦いを繰り広げる）。自分はいつも被害者だ
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と確信しているので、教師、医師、セラピストなどを操って、専門家と養育者との間に確
執を起こすなど実にさまざまな行動特徴を示すのである。基本的に彼らは自分自身や人間
関係においても、人生に対しても否定的、消極的な考えを抱いている。原因と結果の関係
が分からない、常識がない、物事に集中できず、年齢相応の考え方が出来ないなどの傾向
もみられるが、加えて、彼らは、非衛生的で触れられる事を嫌がり、痛みに対して忍耐強
といった、身体に関する特徴も持っている。共感、信仰、同情、後悔などの価値観念に欠
け、人生の暗い側に自分を合わせようとする傾向が認められる。以上のように、愛着障が
いは、社会に適応し生きるうえで様々な困難を抱えることとなる。
愛着障がいは社会的な適応を困難にすることは、これまで述べたとおりであるが、この
ような愛着障がいを治療するための努力が関係者らによって行われている。それは、以下
に示す愛着療法と言われるもので、①目を合わせる、子どもの目線の高さで、子どもの目
を見ながら話す。②互いに微笑み合う（理由がなくとも、子どもと一緒にいることが楽し
いという気持ちを伝える、子どもの笑顔に必ず答える：相互性を育む）。③子どもを抱く、
抱擁する、抱き合う（子どもの年齢にあわせて）。④幼児の場合、抱いてリズムをつけて
揺する（同時性を育む）。⑤優しく、軽く体に触れる（接触が暴力や痛みに繋がらず“気
持ちよいこと”や“癒し”につながるように）。このとき、子どもの年齢により、触れる
場所を選ぶとよい。乳幼児なら顔や頭、学童以上ならば肩、二の腕、背中など。⑥乳幼児
にマッサージをする。学童以上は背中をなでる（癒しの接触の訓練）。⑦語りかけるとき
は、明るく、静かに。言わなくてもよいこと（自分が言われていやなこと）を言わない。
⑧“お説教”ではなく“質問形式”にする（決め付けた物言いはしない）。⑨子どもが自
分や他人を危険に曝す事をしたときは、その行動を描写して、きっぱりと諭す（原因と結
果を明確にし、その結果、自分もしくは他者が傷ついたり、危険であることを諭していく）。
⑩子どもが自分の言うことを聞いたら「ありがとう」と必ず感謝する。⑪子どもが良い行
動をしたときは、その行動を描写して褒める。⑫子どもが自分の誇りであることを伝える
（言語・非言語どちらも）などである。しかし、療法は、あくまでも児童との信頼関係を
前提にしたもので、必ず効を奏するとは限らない。
（3）Ａ児童養護施設
本研究のフィールドとなったＡ児童養護施設は2004年に開設した新しい施設である。施
設長は30年間保育所の業務に携わってきたが、以前に比べて親と子が変わってきたこと、
特に親の子に対する愛着が薄くなり、そのことによる保育所での児童問題が深刻になって
きたことを実感するようになっていた。なかでも大きいのは児童虐待問題であった。体に
タバコの跡や不自然な痣のある子、ケアワーカーが体に触れたり、抱きしめようとすると
身構え、体を硬直させる乳幼児、朝食の欠食率の高さ、風呂に入っていない、洗濯された
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衣類を着用しないといった不衛生な子、病気や怪我をしても通院させてもらえない子たち
が目立つようになり、同時に、保護者らからの子育てについての相談が後を絶たなくなっ
たり、児童相談所への連絡や、父母・祖父母らとの対応など、地域における子育て支援に
費やす時間が以前よりも格段に多くなった。しかし、たとえ児童相談所に相談して一時保
護されることになっても、ある程度期間を過ぎると家庭に戻され、また同様の生活に戻る
子は多く、同時に施設入所となる子は少なかった。
当時の既存の児童養護施設の多くは、戦後すぐに開設されたものであり、養護内容は、
衣食住を中心とした児童の保護に重点がおかれていた。その上、常に定員一杯の状況や、
入所する児童の変化に適応した愛着関係形成、人権擁護、心の傷のケアに対応できる設備
確保が困難な状況であった。さらに、建物そのものも老朽化が進行し、要養護児童のニー
ズに応えられるような状況にはなかった。しかし、一方では、児童虐待相談件数が増加し、
児童養護施設を必要とする子どもたちが顕在化していたのである。
このような状況のなか、施設長はこれらの子どもたちを受け入れる施設の必要性を強く
感じ、創設を決意するに至り、Ａ児童養護施設を開設した。
①児童の最善の利益を求めて
Ａ児童養護施設は、児童憲章（Ｓ26年制定）に掲げられる「児童は人として尊ばれる・
児童は社会の一員として重んぜられる・児童はよりよい環境の中で育てられる」を養護の
基本理念とし、「虐待環境に順応し、人権を侵害されてきた子どもたちに治療的養育を行
う環境を通して、自尊心を回復し、個性豊かな子・創造性豊かな子・実践する子を育むこ
と」を目標としている。また、児童養護にあたっては、児童の最善の利益を優先し、子ど
もの権利条約の精神に基づき、子どもの人権（知ること、意見を言うこと、暴力から守ら
れること）を尊重した養護を行うべく、日々努力を重ねている。
また、ユニット形式によって生活単位の小規模化が図られ、このような生活環境を通して、
子どもと職員との関係を密にすることによる愛着関係の充実・生活の営みを学べる体制づ
くり・各子どもの居場所ともいえるプライベート空間の保障・ケアの連続性・スタッフと子
どもとのかかわりの柔軟性といったより家庭的な生活環境の中での養護を目指している。
②ユニット形式の園舎
Ａ児童養護施設は40名定員の大舎制の建物を３つのユニットに分けた小規模グループケ
ア形態の施設である。各ユニットは幼児から高校生までの縦割りによる生活形態であり、
ルールやルーティンに関しては、施設全体のものと各ユニットのものがある（おやつと被
服についての会計もユニットごとに行われている）。
それぞれのユニットに居室（１人部屋から４人部屋）の他、リビング、風呂、脱衣所、
トイレ、洗濯場、キッチンがあり掃除や洗濯といった生活経営、余暇などをユニットにお
いて行っている。幼児から小学生までは基本的に２人部屋から４人部屋を自分のプライベ
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8ート空間とし、中学生及び高校生は１人部屋で進学に向けた学習や将来のこと等を一人で
考える時間とプライバシー空間が保証されている。同時に、リビングや風呂といった共有
スペースの管理などは、子どもたちが共同で行っている。
食事については、平日は食堂で食べるが、土日はそれぞれのユニット毎に年長児（小学
校高学年から高校生）が調理スタッフ、チャイルドケアワーカーとともに調理したものを
ユニットで食べている。
また、施設全体で行う行事以外（誕生会等）のものは各ユニットで行っている。
特に毎週水曜日に行われるユニットごとの“子ども会議”は、様々な事項について子ど
もたちが自由に意見を表明し、活発に意見交換を行う場となっている。これは、施設に入
所するまで意思を無視され、暴力や罵りなど人権侵害をされてきた子どもたちの権利主張
と他者の権利を守るという人権意識の高揚のために行っている。子どもたちは概ね10～15
名が１つのユニットで生活しており、そのユニットを担当するスタッフは３～５名である。
また担当制については、スタッフ１人につき３～５名が担当児となるわけだが、交代制勤
務であるため、日常的なケアについてはそれぞれのユニット担当スタッフと協働で行われ
ている。
③入所児の第１位は被虐待児
先に児童に対する虐待問題について述べ、被虐待児に対する社会的な援助方針として施
設入所措置がとられることが多いことを指摘した。Ａ児童養護施設においても虐待による
入所が約４割を占めている。同時に、不法滞在を含めた親の拘禁や親の精神疾患による入
所についても男女共に割合が高い。一方、養育拒否（この中には若年出産による養育スキ
ルの乏しさや親自身が経済的・社会的に自立できず養育が困難であるというケースがあ
る）や行方不明などの割合は低い。
また、退所理由において家庭復帰が群を抜いて割合が高いことから、家庭復帰の見込み
のある児童が多く入所してきていることが分かる。しかし、虐待を理由に入所した児童に
ついては家庭復帰後の二次的虐待が心配される。退所後のアフターケアが十分になされる
よう体制を組んだ対応が必要性となる。
④年少児童の高い入所率
入所児の男女比及び年齢は発達区分別にみると、Ａ児童養護施設では年長児の割合より
幼児や小学生といった年少児童の入所率が高い（2007年４月では幼児34%、小学生47%、
計81%である）。これは、一般に虐待の発生する年齢が１歳半から２歳に高いという統計
からも分かるように、早期発見により緊急保護の必要な入所児童が低年齢化していること
を示唆するものである。また、乳児院で育った子どもが年齢超過のために児童養護施設へ
措置変更されていることも年少児童の入所率の高さに影響していると考えられる。
⑤22名のスタッフによるチームプレイ
9Ａ児童養護施設には、施設長１名を中心に児童指導員４名、保育士７名、個別対応職員
１名、小規模グループケア専任職員１名といった直接子どもを処遇するスタッフ（総称し
てチャイルドケアワーカーと呼ぶ）、家庭支援専門相談員１名（ファミリーソーシャルワ
ーカー）、心理療法担当職員常勤１名非常勤２名（セラピスト）といった専門的ケアスタ
ッフ、事務を総括する事務長１名、栄養士１名、調理員３名の調理スタッフの22名のスタ
ッフが子どもたちの養護にあたっている。
２．被虐待児の施設入所後の適応行動
Ａ児童養護施設では約4割が児童相談所から被虐待児としての認定を受けていることは
先に述べたとおりである。虐待の内容は、全国な傾向と同様、身体的虐待が最も多く、つ
いで保護怠慢によるネグレクト、心理的虐待、性的虐待の順になっている。しかし、現実
には入所児童の多くはそれらの虐待を複合して受けている。例えば一人の児童が、日常的
に殴られたり、適切な食事があたえられなかったり、死んでしまえなどの心の傷を深くす
るような罵声を浴びせられたりしているということである。
ところで、虐待を受けた入所した児童は乳幼児期には母又は家族との間で愛着関係を形
成することができず前述した愛着障がいを持っている子が大半を占めている（稀に乳幼児
期に愛情深く育てられた後母親の死などによって入所してくる子もいる）。その上、彼ら
は虐待と言う悲惨な経験を負わせられて入所してくる。従って、2重3重の苦しみを経験し
た彼らは施設入所初期（インテイク期）から特有の反応を示してくる。
すなわち、人生の初期に特定の養育者との情緒的絆を結ぶことができず、愛着障がいと
いう問題を背負わされて入所してきた彼らは、施設内で特殊な適応行動（防衛機制や欲求
不満行動）を示すのである。被虐待児の施設入所後の適応行動に関する記述に先立って
「適応」の意味することについて確認しておきたい。
『新・教育心理学辞典』２）を紐解くと、「適応」について次のように説明されている。
すなわち、「生体が自然的環境、社会的環境、あるいは自分自身の心理的世界に対し適合
する行動ができる状態をいう。特に、人が社会制度、組織の中で、適切な対人関係と心理
的安定性を保ちながら、環境に適応する行動をとれる状態をさす。人の適応行動は、まず
環境に働きかけ、それに対する環境の受け止め方に応じて、最も効果的な考えや行動が取
捨選択される。（中略）人の行動が環境に対し、適合しているとは次のような状態をいう。
①行動と環境との関係に軋轢が少なく、望ましい関係にある、②環境への働きかけの結果、
人に報酬が与えられ、満足感が得られる、③その行動はさらに後に反復させる有効性をも
っている、④対人関係が感情的、情緒的安定性をもたらすなどである。」
被虐待児は不適切な養育環境に置かれ続けた結果、以上のような望ましい適応関係・適
応行動を取得することができなかった。その結果、児童養護施設に入所した児童は、曲が
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りなりにも一時の心理的安定を取り戻すため、次に記述するような問題行動とも取れる特
有の反応を示すこととなる。児童養護施設のスタッフに求められることとして、スタッフ
自身を含むよい人的・物的「環境」を構成することで、一人ひとりの被虐待児が個人とし
て、または社会的に見て望ましい適応関係や適応行動を取得できることが問われている。
それでは次に、虐待を受け心に深い傷を負った子どもたちや愛着障がいを抱えた子ども
たちが、施設入所初期において自己を保存するために取った特有の反応（特殊な適応行動）
について考察する。
（1）スキンシップを拒否する児童
施設に入所して１週間程度をインテイク期と呼び、その時期のケアをアドミッションケ
アと呼ぶ。被虐待児や乳児期に特定の大人との愛着を形成できなかった子どもたちは以下
に示すような行動を通して、施設が安心して生活できる環境かどうかを試し（これをリミ
テット・テスティングと言う）、それに対応する大人、つまりケアワーカーらとの関わり
の中で自分の居場所を確保していく。就寝時に泣き続ける乳児院からきたF男は抱こうと
する保育士の手を払いのけ（スキンシップを拒否）自分の気に入りのぬいぐるみ（乳児院
から持ってきた、いわば彼の唯一プライベートな物）にしがみついて泣き疲れて眠りにつ
いた。Ｆ男同様、乳児院より措置変更し入所したＪ男（２歳）は、夜中に目を覚まし夜中
中、泣き続ける日々が続いた。ケアワーカーが抱き上げてあやそうとすると、「いんない。
いんないの。」（「いらない。いらないの。」）とより一層激しく泣いた。そして、また、乳
児院から持ってきたぬいぐるみを抱きながら眠るのであった。
これらは、ネグレクトされた幼児の事例である。彼らは生後間もなく乳児院に入所し、
その後年齢超過という理由でＡ児童養護施設に入所した。彼らは不安を解消するためにぬ
いぐるみにすがっていた。一般に乳幼児は、不安や寂しさといった感情を大人に抱きしめ
られる心地よさの中で解消していくのであるが、Ｆ男とＪ男は大人と触れ合う心地良さよ
りもぬいぐるみを選んだのである。
（2）過食と早食い傾向
入所間もない時期の児童に見られるものとして、過食と早食いがある。施設生活が安定
してくると自然と見られなくなるものであるが、幼児であってもご飯を３杯も食べたり、
10分もかからずに食事が終わってしまう児童がいる。
食べる行為が持つ心理的意味には「交流性」「一体化」「攻撃性」「被攻撃性」があるが、
往々に施設の食事には、献立はもとより、座席など子ども自身が選択し、決定する機会が
薄い。大切な食事にたくさんの取り決めがあり、「交流性」のうすい「一体化」に乏しい
食事になりがちである。つまり、回りにたくさん人はいるが、一人で食事をしているよう
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な心理になり、一人で食事をする時特有の「生理的欲求」のみが全面に出てしまう。その
為、いくら食べても満たされず、早く食事を済ませてしまいたい気持ちになる。つまり
「過食」や「早食い」といった行動の根底には「愛されたい」思いや、不安な気持ちがあ
ると考えられる。
（3）無差別な愛着と極端なディタッチメント
インテイク期に見られるもう一つの行動傾向として無差別的愛着傾向がある。初めて訪
れた施設、初めて会う人たちにも関わらず、まるで昔からよく知っている知己の人と接す
るように甘えてくるのである。これは、年少児、特にネグレクトといった児童虐待や、実
親との関係性においてアタッチメントの取れていなかった入所児童に見られる傾向である。
また、施設生活に慣れてきた後も、実習生やボランティアと関係を築く際にも見られるも
のであり、同様に、さも古くから親しんでいる友人の様な態度を示すのである。
幼児のＶ子は今日はじめて施設を訪れた実習生に親しげに話しかけたり、抱きついたり、
ベタベタと甘えた。実習の期間中、彼女はその実習生をまるで自分の昔からしっている親
戚や近所のお姉さんのように関わっていたのである。しかし、実習期間が終わり、彼女が
施設を離れる時が来ると、今までの態度とは一変し、全く関わりのない、自分とは関係の
ない人と言わんばかりに冷たく突き放す。そして、新しく実習に入った学生に同じような
愛着行動をとり続けるのであった。
ディタッチメントとは「それまで強い愛着を示していたかに見えた子どもが、ほんのち
ょっとしたことをきっかけにその大人との関係を完全に絶ち、その大人から急激に遠ざか
ってしまうこと」であるが、Ｖ子の行動からもそれが読み取れる。このような行動のメカ
ニズムは、彼女の成育歴に大きく関係している。Ｖ子は乳児期に母親が蒸発し父親と祖母
に養育された。父親はあまり子どもに構うことがなく、祖母も高齢であったために幼いＶ
子の生理的要求全てに応えることが困難であったうえに、強く叱責を与えることもあった
ようだ。つまり、Ｖ子はネグレクト環境にあったといえる。Ｖ子のような無差別的な愛着
傾向やディタッチメントは虐待環境に順応した結果であるといえよう。西澤３）は「虐待を
受けた子どもは、新奇の大人と出会った場合にとりあえず強い愛着を示しておこくとによ
って、その大人からの攻撃を受ける可能性を最小限にとどめることができるのである。つ
まり、自分の身の安全を守るために、大人に強く愛着することになるのだ」と指摘してい
るが、Ｖ子のケースも同様であると考えられる。また同時に、無差別的愛着傾向を示す子
どもはディタッチメントも示す。これは、子どものもつ一つの防衛機制でもある。
（4）真夏に冬のコートを着る児童
上記の事例はＡ児童養護施設入所児童の行動傾向のなかでも多くの入所児童が共通にみ
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られる行動であるが、以下については、特に身体的虐待・心理的虐待及びネグレクトを受
けた小学生に多く見られる事例である。
Ｋ子が誕生して間もなく、両親は離婚。他の児童養護施設に預けられる2歳までは母親
のもとで育てられるが、母親との間に適切な愛着関係を形成することはできなかった。母
親も祖母からネグレクトされ児童養護施設で育っているため、わが子をどのように受け入
れ、どのように養育して良いのか分からず、ついには身体的虐待をしてしまった。また、
Ｋ子は実姉からもひどい暴力を受け、Ｋ子の安全を保障するためにＡ児童養護施設に入所
をしてきた。
入所間もない蒸し暑い夏の日のことである。誰もが薄着を着ているその時期にＫ子は冬
物のコートを着て遊んでいた。そこで、チャイルドケアワーカーは、「冬物のコートでは
暑いから脱ごう」と促した。しかし、何度言っても脱ごうとはしない。その日一日、Ｋ子
は汗をかきながら冬物のコートを着たままであった。そこで、Ｋ子の担当であるチャイル
ドケアワーカーがそのコートを整理ダンスにしまい着られないようにしたところ、Ｋ子は
整理ダンスからそのコートを探し出し、汗をかきながらそのコートを着続けたのである。
このＫ子の行動について、担当チャイルドケアワーカーのみならず、多くの施設スタッ
フは理解に苦しんだ。「なぜだろう」「変わった子だね」を繰り返すだけであった。しかし、
施設のセラピスト（心理療法担当職・非常勤）の見解を聞いて、その意味を十分に理解し、
以来施設においては、Ｋ子の冬物着用について制限したり言及することをやめた。その結
果、施設での生活が安定した。翌年には、Ｋ子は夏場に冬物を着用しなくなったのである。
施設セラピスト４）の解釈は、次のようである。それは「長袖の厚いコートで肌を覆うこ
とによって、Ｋ子は『不安な気持ち』から自らを守っている」というものであった。施設
での生活という新しい環境におかれたＫ子の不安は想像を超える程大きく、外界から自分
を守る砦として厚いコートが必要であり、これを着用しなければ心の安定を保つことがで
きないということであった。浮浪者やホームレスといわれる人たちも総じて厚着が多いの
もこの事と決して無関係ではない。
（5）階段や廊下の水溜りは実はオシッコだった
ある日、施設内の階段や廊下、給湯室（いずれも普段、人の出入りがなく死角になって
いる場所）に水溜りがあるのを職員が発見。なんだろうと調べてみると水ではなく尿だっ
た。さっそくケアワーカーが入所児を集め「誰がこのようなことをしたのか？」と問うた
が、誰も名乗りを上げなかった。子どもたちが、色々な意見を出していくが、誰一人とし
て認めようとはしないまま時間が過ぎていった。しかし最後に、小学校4年生のS男が「僕
がやった」と答えたのである。
普段、入所児は、それぞれのユニットにあるトイレを使用している。しかし、その日Ｃ
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男は来客用トイレで排泄をし、便のついたトイレットペーパーをトイレ中に撒き散らした。
職員はこのような行動をとるＣ男が理解できず非難的態度で対応した。しかし、施設セラ
ピストは、この不適切な場所での排泄行為や、排泄物のついたトイレットペーパーを撒き
散らすという行為の意味は、マーキング（におい付け）であると説明した。つまり、家族
から離れた分離不安、新しい環境の中で生じる不安などに対し、マーキングをすることで
自分の居場所を作ろうとしているということである。虐待環境で育った子どもたちは、自
分の命を自分で守らざるを得ない過酷な状況に順応してきた。信じられる存在は自分しか
いなかったということを、このような行動が表しているのではなかろうかということであ
った。
このマーキングといった行為はS男に限らず入所間もない頃や親との面会や外泊など接
触の後、施設や学校で何らかの不安な事があった後にも見られる現象である。廊下などへ
の放尿だけではなく、例えば、部屋のゴミ箱の中に尿をしたり、軽いお漏らしをしたパン
ツを布団やタンスの中にしまいこんだりと、実に様々な形で現れる。さらに、S男同様、
施設スタッフとの関係性が良好のものとなり不安要素が減少してくるに従って見られなく
なるケースなのである。
（6）強い嫉妬心
児童養護施設入所児童にみられる行動傾向のひとつに「嫉妬心の強さ」があげられる。
「嫉妬」とは広辞苑によると「自分より優れたものと妬み嫉むこと」「自分の愛する者の愛
情が他に向くのを恨み憎むこと。また、その感情。悋気。やきもち」とある。特に「妬み」
は、澤田５）が述べる「他者が自分よりも何らかの点において有利な立場にあることを知る
ことによって引き起こされる不快な感情反応」であり「敵対感情・苦痛感情・欠乏感情の
3因子」による構造であることが指摘されている。
施設入所児は、集団生活の中で特定の大人との親密なコミュニケーションがもてない現
状にあることは言うまでもない。同時に、親からの裏切りや見捨てられた養育体験により、
一般家庭において育つ子どもより、大人からの愛情を独り占めしたいという気持ちが強い
ことは容易に想像がつく。また、施設生活では、入所や退所に伴い自分の生活する人的環
境が変化していくため、安定した生活環境を維持することも困難である。Ｓ子の施設入所
初期において顕在化したのは、この激しい嫉妬行動であった。
新しく入所してきた児童に、S子は当日の夜、頭から水を浴びせたり、「ぶっ殺す」など
と暴言を吐きながら、突き飛ばし蹴りを入れた。遊んでいる児童が転んだので指導員が
「大丈夫か」と近寄ると突然S子に突き飛ばされた。熱のある幼児を抱っこして食堂に行く
とそこにいたS子は保育士のジーンズ（膝部分に破れた加工をしてあるもの）に手をかけ、
膝下から足首まで引き裂いてしまった。このような行動は日常的にくりかえされたが、言
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葉による攻撃も「うぜぇ」「死ね」など激しかった。自分の首を絞めて「死んでやる」と
いったり、建物を蹴飛ばしたり、学習室ではあたりかまわず椅子を放り投げるなどもした。
このような激しい攻撃性を伴う嫉妬の感情の表出は、自分の気持ちを暴力や暴言といっ
た方法でしか表すことのできない表現力の乏しさの問題でもある。施設では、身体的な攻
撃のみならず「うらやましい」という気持ちを「ずるい」と言語化する入所児童の姿が日
常的に見られる。相手に対し、自分がマイナスの感情を抱いているといったメッセージを
伝えてしまう入所児童が非常に多いのである。これまでの育ちの中で、他者との良好なコ
ミュニケーションを築くための大切な関わり方を学ぶ機会がなかった入所児童たちの苦痛
がそこに見えてくる。
３．被虐待児M子とS男の事例を通した入所後の適応変化
ここでは、入所している被虐待児認定のM子とS男の入所後の適応の変化をみながら、
児童養護の課題について述べていきたい。最初に、被虐待児Ｍ子とＳ男の入所経緯からみ
ていく。
＜Ｍ子について＞
Ｍ子、現在小学校６年生。幼児期に両親は離婚し、しばらく母方の祖父母に預けられる
が、母が再婚した後、母のもとに引き取られる。母は再婚で娘二人を出産したが再度離婚
し、現在は10歳年下の男性と同棲中。Ｍ子に対する虐待は母に引き取られた直後から行わ
れる。食事を残したからといって殴られ、食べ物をこぼしたからといっては足で蹴られ、
手伝いをしない、片付けが出来ないからと言って髪をつかんで家の外に放り出され、「馬
鹿」「ろくでなし」「死ね」と言った罵詈雑言は日常的に繰り返されていた。Ｍ子が小学校
3年生になった時、母は若い男性と同棲を始めるが、そのときから母は、いやがるＭ子を
男性との性交場面に立ち会わせる。それどころか、自分がいない時に男性にＭ子と関係す
ることを勧め、実行させる（母親は否定。本人の供述）。若い男性に逃げられたくない一
心でのサービスの提供であったようだが、一方で母は、Ｍ子の父親に強い憎しみを抱き、
父親に似ているＭ子を虐待することで父への復讐をしているような状況も見受けられた。
＜Ｓ男について＞
Ｓ男、現在小学校４年生。６歳のときに母と死別。しばらく有名企業に勤務する父親と
二人暮らしをしていたが、やがて父は再婚。Ｓ男は再婚相手の義母から虐待を受けること
になる。父は夜勤が多く、虐待は父のいないところで行われる。最初は便器を汚したから
と、寒い冬の日に全身に水をかけられところから虐待がはじまる。以来、虐待は次第にエ
スカレートし、部屋が汚いと言って階段から突き落とされ鼻を骨折。そのことを父に伝え
ても、「Ｓ男が自分で足を滑らせたのに、嘘を言って私を悪者にしている」という義母を
信じたために、父親に不信感を抱き、以来口を噤むようになる。これ幸いに義母は「その
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顔はなんだ」、「その態度は何だ」と抵抗するＳ男を棒でたたき、洋服を切り裂き、風呂に
連れて行って、熱い湯の中に顔を入れるなどの恐怖体験をＳ男にさせる。「私はあんたが
いるから幸せになれない」。「どこかに消えてしまえ。死ね」と言われ続け、「本当に死の
うと思った」ことが何度もあったと言っている。
この二人の入所初期の行動については「２被虐待児の施設入所後の適応行動」において
既に述べている。「（4）階段や廊下の水溜りは実はオシッコだった」がS男の初期反応であ
り、M子の初期反応は「（5）強い嫉妬心」のところで具体的に述べている。いずれの反応
にも職員は驚き、戸惑いを隠しきれなかった。
（1）児童養護施設の生活療法
愛着障がいや虐待を受けた子どもたちを入所させて養育しながら、少しでも彼らの傷を
癒し、社会人として適応できるよう日々励んでいるのが児童養護施設である。毎日繰り返
される生活の中で行われるゆえに、それは「生活療法」ともいわれる。M子、S男も週１
回の園内と月２回の園外での専門家による心理療法を受けながら、A児童養護施設の生活
療法を受けている。Ａ児童養護施設には幼児から高校生が生活をしている。発達に応じた
ルーティンや学校・部活・交友関係など施設以外の社会と関わる時間を含めるとそれぞれ
に生活時間は異なるが、子どもたちの一日の生活日課の中で、また年中行事の中で児童と
の適切な関係形成の努力が払われているのである。
その中で、特に注目されるのは、A児童養護施設で重視している生活療法としての農作
業である。５月になると苗植えに向けて土づくりが始まる。これは、労働の大変さと尊さ
を子どもたち自身が体で感じること、生き物の成長を見守ることで豊かな感性を養うこと、
自分の食べるものが命であることを知ることで食物への感謝の気持ちを持つことを目的と
した活動である。秋の収穫までおおよそ半年の間、次のような手順で畑づくりをしていく。
まず、土に肥料を入れて耕し、畑の基礎となる土作りを行う。その後、子ども会議で、植
える苗および種を決める。買出しを含め、苗・種を準備する（大豆などは、前年度の収穫
した種子を用いることもある）。苗の準備が出来たところで、それぞれのうねに苗を植え
ていく。ここまでが５月の活動である。
その後、作物の成長過程を見ながら、水やりや草取り、芽かきなど必要なことを行う。
特に草取りは、夏休みの間の大切なルーティンとなる。自分たちが育てているという喜び
を忘れないために１日おきに夕方１時間ほど幼児から高校生まで協力して行っている。中
には、作業嫌いで怠けてしまう子もいるが、スタッフが汗だくになりながら作業している
姿を子どもたちに見せることも重要な意味をもっていると考えられる。なぜならば、入所
児の多くは、働く大人の姿を見たことがないからである。生活保護を受けているにも関わ
らず、一日中パチンコなどのギャンブルに興じたり、掃除、洗濯、炊事といった家庭の仕
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事をしない親たち。働くことが生きることであることを経験上知らない子どもたちにとっ
て、施設での生活の中で見る働く大人の姿は、今までの価値観を変化させるためには必要
ではなかろうか。
また、畑作業を通して、児童の心にも変化が現れることがある。土に触れることで「心」
が癒されるのである。児童養護施設に入所している被虐待児は、虐待環境の中で、自分の
存在を否定され、価値を奪われてきた。同様に、自分を取り巻く環境が危険な場所であっ
た為、危険に対する過敏性や強い攻撃性を持っている。また、親が自分を「見捨てた」
「暴力をふるった」ことへの激しい怒りと親とつながりたいという気持ちが交錯し、親へ
の怒りを抑圧（切り離し）することから、激しい怒りの対象が拡散してしまう。子どもた
ちは、施設における日常生活のいろいろな場面で、他児やスタッフ、壁やドアに対して、
罵声を浴びせたり、暴力を振るったり、破壊をしたりする。しかし、そのような子どもた
ちが、汗だくになり、真っ黒に汚れながら、畑で作業をしているときは、非常に清々しい
表情をしている。畑には「命」がある。野菜も虫も、それらを育てる土にも、あたたかい
「命」の営みがあるのだ。その「命」に触れ、発見し、何かを感じ、さらに「命」を自分
の手で造り上げることによる喜びや達成感、そして何より、今、自分が触れている「命」
は、自分を「見捨てた」親のように、決して、自分の前から急に姿を消したりしないとい
う安心感こそが、彼らの傷ついた心の癒しになるのだと考えられる。畑は作物を育てるだ
けではなく、子どもたちの心を育てているといっても過言ではなかろう。
このように育てた野菜の収穫は、夏から秋にかけて行われる。収穫した野菜の多くは、
その日の食卓にのぼるのだが、トマトやキュウリなど生で食べられる夏野菜は、畑で採っ
てその場で食べることもある。野菜嫌いで食べられなかった幼児が自分で野菜を育てたこ
とで、自ら野菜を食べるようになり嫌いな食材を克服できたなどの効果も見られた。また、
作物の育ちを見ることで、自然の力に驚いたり、感嘆する心を養う意味でも畑作りは施設
生活にとって重要であると考えられる。
野菜の収穫時期が終了すると、枝豆など種にすることの出来る作物は、干して、種つく
りをし、その他の枯れた作物に関しては、土から抜いて、畑の肥やしにする。つまり、来
年の畑へと繋いでいくのである。以上のように、年間を通して入所児童は畑と関わってい
くことになる。Ａ児童養護施設では、年に１回、収穫した「さつまいも」を用いて“焼き
芋会”を行っている。“焼き芋会”では、民生委員やボランティアの方たちに協力して頂
き、地域の方たちとの交流の場となっている。また、七夕・十五夜など日本の伝統行事の
際に、収穫した野菜を備え、昔の人たちが、作物に対してどのような思いを込めて、行事
を行ってきたかを知る機会を設けている。
（2）被虐待児M子の入所後の行動変化
入所当初嫉妬の激しかったM子であるが、A施設で生活療法を受けながら生活するうち
に、2ヶ月頃からしだいに行動に変化がみられるようになる。それは嫉妬の行動に代わっ
て盗み行動が激しくなってきたことである。他の入所児童が留守にしている間、スタッフ
の目を盗んではシールやメモ帳などを盗むといったことを繰り返した。年長児の部屋から
も学用品などを盗み、体格差のある男児から罵倒され、袋叩きにあっても彼女の盗みは治
らなかった。
M子に限らず、さまざまな盗み行動（盗癖）は被虐待児に見られる共通した行動である。
盗む対象は入所児や施設職員の私物であったり、施設内の備品であったり、店の商品を万
引きするなどの反社会的な盗みをすることもしばしばある。彼らは、物そのものに興味が
あるわけではなく、必要ないものでも盗まずにはいられない心の傷がそうさせていると考
えることが適切な解釈である。
同養護施設のセラピストは入所児童は「自分の理想とする自分（こうありたいと願う自
分）」と「現実の自分（こうありたいと願いながらもその環境や自分の環境に順応してし
まう自分）」との葛藤の中で両極化した気持ちを埋め合わせるための行動化であり、被虐
待児のトラウマに起因した深い喪失感や自己否定感が基になっていると説明する。
ところで、M子の盗癖行動は1年近く続き職員を悩ましたが、M子の盗み行動はしだい
に減少していくようになった。ケアワーカーらがM子の盗み行動を批判するのでなく、盗
みをした後のM子の気持ちに向かい合って「盗みを続けているとM子が傷つくことがつら
い」「警察に捕まってしまう」、「M子を守りたい」というメッセージを送り続けた結果、
彼女の行動に変化が見られるようになったのである。８ヶ月をすぎた頃から、盗み行動を
してしまった後に不安な表情でケアワーカーを見つめたり、時にポロポロ涙を流しながら
「また、盗んじゃった。どうしたらよいか分からない」と訴えるようになった。この変化
を受けて学校での盗み行動にも特段の理解を求め、その環境の中でM子の盗み行動は見ら
れなくなったと考えられる。
ところが、M子に新たな問題が浮上したのは、それから間もなくである。施設内のトイ
レ内で女児同士が排泄をみたり、性器を触ったりしていることが職員の知るところとなり、
よくよく調べてみると、M子のしわざであることが分かった。しかも、それはエスカレー
トして、幼児や小学校の男児も巻き込み、男性の性器を触ったり裸で布団に入るといった、
いわば大人の性行為の真似ごとまでするようになってしまったのである。M子は盗みから
性的な行動へ行動を変えたのである。
性的な虐待を受けた子どもは、年齢的に不適切な性的関心や性的行為を行うという研究
報告がある。こうした特徴的な行動を性化行動と呼んでいるが、「性的な意味合いを持た
せる行動」と意味づけされる。性化行動の背景として、西澤は、性的虐待を受けた子ども
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は大人との関係を性的な関係として学習し、それを模倣しているとも解釈されるが、虐待
を克服するための行動と理解することがより適切であると述べている。性的虐待を受けた
ことが子どもにとって大きなトラウマとなり、その性的な行為を繰り返すことで、トラウ
マを乗り越えよう、克服しようとするのだという考え方である。
M子に対しては、ケアワーカーのチームによる積極的・継続的な対応とセラピストによ
る心理療法が行われたが、いっこうに行動に改善の兆しが見られず、他の入所児童への影
響も大きいことから、関係者の協議の上、情緒問題を専門とするスタッフの多い施設に措
置変更することが適切と判断され、A児童養護施設は退所することとなった。
（3）S男の施設での行動変化
S男は前述したように、母の死後に父が再婚した義母から虐待を受けた入所児童である。
階段や廊下に水溜りのように排尿することで施設内に匂い付け、いわばマーキングをし、
職員を驚かせた。入所期間が長くなるにつれ、彼はしだいに施設にも馴染んできたかのよ
うにもみえたが、日常生活の中では言葉数は少なく、周囲の状況をみた上で行動する慎重
さがあった。そんな生活の中での彼の特徴的な行動は、たとえ些細な事でも注意を受けた
時の反応である。「○○しないでね」とやさしく言われても彼はそれを非難、否、もっと
強い攻撃と受け止め、みる見るうちに顔をこわばらせ目をつりあげ、大人の言葉を、聞こ
えていても聞こえない、いわば自分の意識から切り離す行動をとる。彼は「注意を受ける」
といった大人の行動に、暴力に脅かされた幼少期の恐怖体験を重ねてしまう（＝フラッシ
ュバック）のである。その結果、自分を守るために、いわゆる解離状態に陥ってしまう。
解離性の障がいは「解離性健忘：重要な個人的出来事、通常はその人にとってトラウマ
となったりストレスとなった出来事が思い出せなくなり、その程度が通常の忘却の範囲を
超えたもの」「解離性とん走：家庭や職場などといった場所から、予期できぬ形で突然姿
を消し、自分の過去を思い出せなかったり、アイデンティティの混乱を示したり、新たな
アイデンティティを作り上げるといった特徴を示すもの」「解離性アイデンティティ障が
い（従来の多重人格性障がい）：二つ以上の異なったアイデンティティもしくは人格状態
が存在し、それら複数の人格が反復的に表れてその人の行動をコントロールするものであ
り、通常の忘却という現象では説明できない程度の、重要な個人の情報に関する記憶の障
がいをともなうもの」「離人性障がい：自分自身の精神的なプロセスや身体から隔絶され
た感覚が継続的もしくは反復的に生じるものであり、現実吟味力の障がいをともなわない
もの」の４つに分類されるが、特に被虐待児は「感情、思考、行動、記憶などの間の正常
な結合を分裂させ、身体的および心理的苦痛を軽減させようとする意識的もしくは無意識
的な防衛」を生じる傾向にある。
Ｓ男についても、大人から注意を受ける（大人から自分の行動について制限を加えられ
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たり、否定される）という虐待に類似した場面において（この場合、チャイルドケアワー
カーは決して彼を虐待していたわけではないが、彼自身の経験から言えば、躾の延長上の
虐待であったため、自分の行動を否定されるだけで虐待を受けていると認知してしまうの
ではないかと考えられる）、虐待を受けていたときと同様の心理状態になってしまった。
また、彼のもう一つの特徴として、物事への意欲の低さがある。Ｓ男をはじめとした被
虐待児は、親からの暴力と同時に、存在の否定といった体験をしている。その為、ものの
考え方が刹那的、多罰的であり自己肯定感が非常に低い。「どうせ誰にも愛されない」「生
まれてこなければよかった」「死んだほうがまし」といった子どもたちの言葉は、かなり
の頻度で耳にする。自己選択をした行動を踏みつけられたことにより、「やっても無駄」
「誰にも認めてなんてもらえない」という認知が生じ、活動に意欲的に取り組むことが困
難となってしまったのだ。しかしながら、施設生活の中で、ケアワーカーらが意図的に設
定するスモールステップでの課題をクリアし、認められたり、褒められたりする経験、大
人に見守られ、支えられていると実感できる経験や子ども同士で互いの心の傷を癒し合い、
励まし合う経験などを通し、少しずつではあるが、Ｓ男の自尊感情は回復し、他者を信頼
できるようになってきている。
４．情緒的課題を抱える入所児童への発達支援
以上のように、情緒的な課題を抱えた入所児童への支援は、高度の技術と深い知識が必
要である。さらに、スタッフの気づきともいえる感性の良さ、問題と課題を明確にし的確
に対応するための鋭い観察眼も大切である。しかしながら、上記のようなスキルは一朝一
夕で獲得できるものではない。入所児童の問題行動にひとつひとつ対応する中で、自分の
対応について振り返り、不適切であると思われる対応については修正を図ることを繰り返
すなかで、よりよい対応法を模索するしかない。この積み重ねによって、ケアの可能性は
格段に広がっていく。
（１）記録を活用した対応の充実化
例えば、記録ひとつとってみても、入所児の行動のみを記録するのではなく、関わった
大人との様子を記録することで自分の言動を客観的に概観することができるだろう。また、
情緒的課題を抱える児童については、その問題行動に視線がいきがちであるが、日常のさ
さいな言動についても記録しておけば、問題行動の契機となる事象や子どもの心の動きが
見えるようになってくる。これにより、対応困難となる事態を未然に防ぐことも可能とな
るだろう。
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（２）豊かな会話と人間的な魅力
入所児童の成育史を把握し、日常のケアに活用することも有効だろう。子どもたちの気
持ちの中で最も強い割合を示しているのは「自分の家族」についてである。施設スタッフ
が自分の育ちや家族の様子などを知っていて、時に家族に関する情報を提供してくれ、自
分と家族の関係を良好なものにするために働きかけてくれていると認知することは、この
大人は自分についてよく知っている、自分を理解しようとしてくれていると認知すること
に他ならない。この認知によって、入所児童のチャイルドケアワーカーに対する信頼は深
まるだろう。スタッフの魅力とは、入所児が不安や困ったことが起きたときのみならず積
極的に話や相談をしたいと思う、豊かな会話のできる人間性にあるといっては過言だろう
か。そういった意味においては、施設内での様子だけではなく、どういう友人がいて、得
意な科目は何であるかといった学校での様子、今興味があるものは何であるか、将来の夢
や希望といった個々の情報を充分に把握できるよう努めることも、入所児童との距離感を
近づけるためには有効であると考えられる。
（3）こどもの視点に立った対応
さらに、問題行動に対するスタッフの視点によっても入所児童との相互関係は変化して
くる。例えば、入所児がかんしゃく行動を起こした際に「事態を収拾するためにこちらの
言い分を納得させよう」と思うか、「落ち着かせて原因を探ろう」と思うかで、そのパニ
ックへの対応は異なるものとなってくる。つまり、前者はスタッフ側の視点であり、後者
は子ども側の視点である。スタッフ側の視点で対応した場合、子どもはスタッフに対し
「僕が暴れているのを厄介に思ってるんだ」「どうせこいつは僕のことなんか大切に思って
ないんだ」と感じるだろう。入所児童の言葉の中には「お前なんて親じゃない」「僕はお
前を親代わりだなんて認めない」「仕事だから、お金のために私に構ってるんでしょ」とい
ったものもある。入所児童はスタッフに対し、こういった言葉を投げつけ、その存在を否
定する一方で、自分を認めて欲しい、大切にして欲しいという期待を持っているのだとも
いえる。このような子どもの気持ちに対し、スタッフがあくまで自分自身の視点を重視し
ていたら不信感は強まるばかりである。より良い関係を築くためには、いかなる困難な問
題行動であっても、子ども側の視点で関わることを念頭において対処しなくてはなるまい。
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